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 さらに，第 V 章では，就労者の職務上の“条件”に注目をし，どのような条件
に従事する就労者においてセルフ・モニタリングの重要性が高いかを検討した。










































 第 I 章（序論）では，産業組織心理学の領域を中心にセルフ・モニタリングに
かかわる先行研究を徹底的に調査したうえで，セルフ・モニタリングの心理的
プロセスを明快なモデルにまとめ上げた。 







 第 III 章では，セルフ・モニタリングの調整機能のメカニズムを，運輸企業で










































































 第 II 章における，感受性が組織内政治の知覚に対して変容性を媒介変数とし









2. 第 VI 章の考察で“前に踏み出す力”について記述すること 
3. 西道は Saido と読むので引用文献の記載位置を修正すること 
4. 表の体裁（数値の位取りを縦にそろえるなど）を整えること 
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5. 目次の前に論文要旨を付けることが望ましい 
6. 英文字フォントを統一することが望ましい 
 
 申請者は最終審査会までにこれらの要求に応える修正を完了し，審査委員会
はそれを了とした。 
 
 
